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○陳情趣旨

早成桐とは、5～ 6年で大木となる桐の 1種類である。 1本の桐が吸収するC02

の量は、広葉樹約 20本分と言われてし▼る。

つい最近では、群馬県安中市において、早成桐の植樹祭が行われた。、安中市では、

遊休農地や耕作放棄地に早成桐を植栽し、C02削減や産業振興に役立てていく考え

で、 loo八 クタールの植林を目指している。

つくば市においても、公共用地や遊休農地、耕作放棄地に、早成桐を植栽し、CO

2の削減対策、環境対策につなげ、環境先進都市つぐばを実現してほしい。

よつて下記について陳情いたします。

○陳情事項

1 市内の公共用地や遊休農地、耕作放棄地に、早成桐の植樹を推進し、C02削

減対策を進めるとともに、荒廃農地の発生防止・解消を図ること。



2 環境教育の一環として、未来ある子供たちに早成桐の植樹を通して、環境問題

についての関心を高めさせること。

3 筑波大学、つくば市、桐を扱う民間会社の産官学で連携し、早成桐の新たな活

用方法を生み出し、市内の産業振興に役立てること。

4 環境先進都市として、世界に誇れる「桐のまち つくば」を実現すること。

※ 筑波大学の紋章は、桐の紋章を使用している。


